
主担当 現　　　状 評価の観点 判定 分析（成果と課題）及び今後の対応策 備考

・ 教務課 ・ 【成果指標】（教員） ① 高まった 14.3%

② 概ね高まった 71.4%

③ 余り高まっていない 14.3%
Ａ　８０％以上 ④ 全く高まっていない 0.0%
Ｂ　７５％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

【成果指標】（生徒） ① 自信が持てるようになった 51.6%

② 概ね自信が持てるようになった 43.2%

③ 余り自信が持てなかった 5.2%
Ａ　７５％以上 ④ 全く自信が持てなかった 0.0%
Ｂ　６５％以上

Ｃ　５０％以上

・ 生徒相談課 ・ 【成果指標】（教員） ① できている 31.3%

② 概ねできている 62.5%

③ 余りできていない 6.3%

Ａ　８０％以上 ④ できていない 0.0%

Ｂ　７５％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

・ 【成果指標】（教員） ① 行っている 43.8%

② 概ね行っている 56.3%

③ 余り行っていない 0.0%
Ａ　９０％以上 ④ 全く行っていない 0.0%
Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

【成果指標】（生徒） ① とても感じた 61.1%

② 少し感じた 32.6%

③ 余り感じなかった 6.3%
Ａ　１００％ ④ 全く感じなかった 0.0%
Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

【成果指標】（教員） ① 心掛けている 37.5%

② 概ね心掛けている 62.5%

③ 余り心掛けていない 0.0%

Ａ　９０％以上 ④ 全く心掛けていない 0.0%

Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

【満足度指標】（生徒） ① している 66.3%

② 概ねしている 31.6%

③ 余りしていない 2.1%

Ａ　９０％以上 ④ 全くしていない 0.0%

Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

・年に３回互見授業期間を設定し、
　互いに研鑽し授業力を高める。

思慮深さに欠けるかかわり方
をしてしまう生徒に対し、相
手目線に立った思いやりのあ
る言動が取れるよう、継続的
に指導していく必要がある。

授業改善を通して教
員の生徒指導力、教
科指導力、生徒理解
力を高める。

生徒対象調査
（7、12月）生徒一人一人が、授業のなかで自

己有用感、自己肯定感を感じてい
る。

「生徒が達成感や自己有用感が高まるようにＩＣＴを
活用するなどの授業改善をした結果、生徒指導力、教
科指導力、生徒理解力が高まった」と評価した教員の
割合（①＋②）が

「授業を通じて、他者の良いところや自分の良いとこ
ろを見つけることができ、自分に自信が持てるように
なった。」と評価した生徒の割合が(①＋②)が

教員対象調査
（7、12月）教員一人一人が授業改善をした結

果、生徒指導力、教科指導力、生
徒理解力の高まりを感じている。

・初任者研修の研究授業に他教科の
　教員も参加することにより、とも
　に授業力を磨く。

【分析】
生成ＡＩをはじめ、新しいツールに関する研
修を経て、ＩＣＴを効果的に活用した授業の
研究がすすみ、生徒の達成感や自己有用感を
高める授業ができていると感じる教員が増え
ている。
【今後の対応】
日々進化するＩＣＴ技術に関して研修を進
め、さらに生徒の達成感や自己有用感を高め
る授業改善につなげていく。

・

「個・集団双方に目を向け、現状を分析し、それに沿った目
標と具体的取組を考え実践する中で、生徒の変容に気づき、
生徒自らが自己有用感を感じられるような声掛けを意図的に
行っている。」と評価した教員の割合が(①＋②)が

生徒対象調査
（7、12月）

個・集団の良さを引き出す、
生み出す視点を常に持ち、学
校教育活動の実践に取り組
み、生徒自らが自分や相手の
良さに気づき、互いを尊重し
伸ばしあおうとする態度を育
んでいく必要がある。

生徒対象調査
（7、12月）先生たちは、自分が悩んだり困っ

たりした時に、親身になって話を
聞いてくれる。

生徒の自己有用感を
高め、主体的に社会
性を育むことのでき
る生徒指導を組織的
に実践する

個・集団双方に目を向け、現状を
分析し、それに沿った目標と具体
的取組を考え実践する中で、生徒
の変容に気づき、生徒自らが自己
有用感を感じられるような声掛け
を意図的に行っている。

「学校生活の中で、「頑張った」「分かった」「でき
た」「誰かの（みんなの・地域の）役に立てた」と感
じたことがある。」と評価した生徒の割合が(①＋②)
が

生徒相談課・学級活動・特別活動において、学
　校・学年・学級の現状に応じた計
　画的・意図的な取組を実践する。
・構成的グループエンカウンターの
　年間を通じた実践。
・規範意識の醸成を目指した継続的
　な指導。
・教員の生徒理解力の向上
（具体的には次の個別目標）

教員対象調査
（7、12月）

「先生たちは、自分が悩んだり困ったりした時に、親
身になって話を聞いてくれる。」と評価した生徒の割
合が(①＋②)が

【分析】
「している」が６名減り、「概ね」に移行し
た。「全く」が０になり、「余り」に移行し
た。
【今後の対応】
「概ね」に移行したことを、「もっと聞いて
欲しい」と願う生徒が増えたと肯定的に受け
止め、日常的な関わりの中で生徒が困りを感
じていることに気づいて声掛けし話を聞いた
り、生徒が話しやすい面談の形を工夫したり
していきたい。

98%

Ａ

100%

個別目標

被災した生徒の心理的ケアを
含め、カウンセリングマイン
ド（受容・傾聴・共感）のも
と、生徒の気持ちに寄り添っ
た組織的かつ継続的な指導・
支援を行う必要がある。

各学年、クラスともに多様な
生徒を抱え、個別最適な学び
を進めることが重要となって
いる。

・

具体的取組

生徒相談課・「気づき票」の活用
・個人面談の実施
（担任・学年・相談担当・SC等）
・校内研修会
（毎月の職員会議におけるケース
　会）
（若プロでのケースワーク）

・教育相談的視点から
の生徒理解力を高
め、生徒のSOSに気づ
き、適切に対応でき
るようにする。

重点目標１　全教育活動を通して個々の生徒が達成感や自己有用感を感じ自己肯定感が高まるよう、授業改善等で教員の生徒指導力、教科指導力、生徒理解力を高める。
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【分析】
「できている」が12.5pt増加した。生徒との
関わりを円滑に行えるようになったことに起
因していると考えられる。
【今後の対応】
教師と生徒の日常的な関係性が、気づきや声
掛けにつながることは確かであるので、教師
と生徒間にも意図的な関わり合いの機会を設
けていくこと、気付きの共有の良い方法とそ
の情報の活用について考えていくことを地道
にコツコツ続けて指導力の向上を図りたい。
良いものは良い、ダメなものはダメと伝え合
える関係性を築いていけるよう、「余り」と
感じている職員も巻き込んで実践力を付けて
いきたい。

教員対象調査
（7、12月）

【分析】
前期と各層のポイントは同様。
【今後の対応】
生徒が声を上げやすい環境、また声を挙げた
結果自分の生活が良くなった（伝えて良かっ
た）と感じられる対応を心掛け、生徒が自分
の困りや悩みをうまく表出させることができ
るよう、実践力を高めていきたい。

実現状況の達成度判断基準

教員対象調査
（7、12月）日々の生徒観察を注意深く行い、

気になる言動が見られた場合は必
ず声を掛け、職員間で共有してい
る。

いじめを早期発見・
早期対応する。

・全職員が、「いじめを見逃さな
　い」という意識を常に持ち、生徒
　の言動に注意深く目を向ける。
　（気になる言動に対し、必ず声を
　掛け、職員間で共有する）
・いじめ調査の実施
・いじめに関する校内研修

「カウンセリングマインド（受容・傾聴・共感）を
持った組織的・継続的な生徒対応の実践を心掛けてい
る。」と評価した教員の割合（①＋②）が

「日々の生徒観察を注意深く行い、気になる言動が見
られた場合は必ず声を掛け、職員間で共有できてい
る。」と評価した教員の割合（①＋②）が

カウンセリングマインド（受容・
傾聴・共感）を持った組織的・継
続的な生徒対応の実践を心掛けて
いる。

学校生活の中で、「頑張った」
「分かった」「できた」「誰かの
（みんなの・地域の）役に立て
た」と感じることがある。

Ａ

【分析】
授業研究が進んだ結果、中間より改善してい
る。良好な結果である。
【今後の対応】
生徒ひとりひとりの満足度は、その年その年
のものである。教員自身が結果に満足するこ
とのないよう、研修を通しさらに授業改善を
すすめていく。

【分析】
「余り」が４名から６名に増え、「全く」は
１名から無しになった。「全く」が無くなっ
たことには少し安堵を覚えるが、目標は全員
なので達成していない。
【今後の対応】
全員にこだわりたい。毎時間、毎日満たされ
ることは不可能で、その必要も無いかもしれ
ないが、半期に渡り余り感じないような学校
生活を送らせてはならない。生徒自身が願う
姿、設定した目標に対し、どれくらい近づけ
たか、達成できたか、或いは達成に向けてど
れくらい考えて試行錯誤したか、頑張ったか
など、生徒が主体的に取り組んでその軌跡を
多角的に評価する視点を持てるような指導の
在り方を今後も考え、そして、生徒がどこで
つまづいているのか、困っているのかを見極
め、適切な支え方をすることで、全員を目指
したい。

【分析】
「行っている」が21.3pt増加した。「余り」
が居なくなった。「いじめの早期発見」と同
様、生徒に自分への気づきを促す声掛けも、
前期と比較して教師自身が意図的に行えるよ
うになってきているようである。
【今後の対応】
生徒のリソースを生かし、自己有用感の醸成
につながる指導ができるよう、今後も研鑽に
励み実践していきたい。ＳＧＥについては、
来年度は内容をそれぞれの担当者が考えるよ
うな手法に変えて実践したい。
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・ 生徒相談課 ・ 【成果指標】（教員） ① している 37.5%

② 概ねしている 50.0%

③ 余りしていない 12.5%

Ａ　９０％以上 ④ 全くしていない 0.0%

Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

【成果指標】（生徒） ① している 76.3%

② 概ねしている 21.1%

③ 余りしていない 1.1%
Ａ　８０％以上 ④ 全くしていない 1.1%
Ｂ　７０％以上

Ｃ　６０％以上

Ｄ　６０％未満

・ ① している 75.0%

② 概ねしている 25.0%

③ 余りしていない 0.0%
Ａ　９０％以上 ④ 全くしていない 0.0%
Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

① できた 81.1%

② 概ねできた 17.9%

③ 余りできなかった 1.1%
Ａ　８０％以上 ④ 全くできなかった 0.0%
Ｂ　７０％以上

Ｃ　５０％以上

Ｄ　５０％未満

主担当 現　　　状 評価の観点 判定 分析（成果と課題）及び今後の対応策 備考

・ 教務課 ・ 【成果指標】（教員） ① できた 6.7%

各学年 ② 概ねできた 66.7%

③ 余りできなかった 26.7%

Ａ　８０％以上 ④ 全くできなかった 0.0%

Ｂ　７０％以上　

Ｃ　７０％未満

・ 【成果指標】（生徒） ① できた 70.5%

② 概ねできた 26.3%

③ 余りできなかった 2.1%

④ 全くできなかった 1.1%
Ａ　８０％以上

Ｂ　７０％以上　

Ｃ　７０％未満

・ 総務課 ・ 【満足度指標】（生徒） ① できた 89.5%

生徒会 ② だいたいできた 10.5%

各学年 ③ 余りできていない 0.0%

Ａ　９０％以上 ④ 全くできていない 0.0%

Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

・生徒アンケートに基づく研修を
　通した共通理解と指導
　（アンケート（７月実施））
　（研修（８月職員会議で実施））

・全教員による校内ルール徹底の
　指導

生徒対象調査
（7、12月）

生徒間のあいさつ、様々な場
面でのあいさつ（感謝や謝意
を伝えるなど）について、当
たり前にできるよう指導して
いく必要がある。

・・登下校時の指導において、あいさ
　つを励行する
・教員によるあいさつの率先垂範
・生徒自身があいさつの意義を実感
　できるような取組を考え実践す
　る。

「自分にとって危険である」
「自分にとって妨げになる」
といった意識を持ち、自制す
る力を身に付ける必要があ
る。

「生徒があいさつの意義を感じ、場面に応じた自発的
なあいさつを習慣化できるよう、自らが率先励行し指
導した。」と評価した教員の割合(①＋②)が

「危険が無いか、トラブルが起こらないか、自分の本来行う
べきことの妨げになっていないかを考えて、スマートフォン
やクロムブックを使用している」と評価した生徒の割合（①
＋②）が

探究活動を通して、地域復興につ
いて具体的な考えを発信すること
で、将来、同じ体験をすることが
あった際につなげることができ
た。

生徒対象調査
（7、12月）

教員対象調査
（7、12月）

教員対象調査
（7、12月）

　　　 【成果指標】(生徒)
場面に応じた挨拶を自発的にでき
る。

【分析】
災害ボランティアや、探究活動を通して町の
復興を考え、門前マルシェ、仮設住宅訪問な
どの活動への参加を通して、自己有用感が高
まっている生徒が多くいる。
【今後の対応】
地域との連携やボランティアの機会を継続
し、多様な活動を通じて実感を積み重ねられ
るようにすることで、より豊かな地域貢献の
心を育てていく。

「場面に応じたあいさつ（出会ったとき・何かしても
らったとき・迷惑をかけたときなど）を自分からでき
た」と評価した生徒の割合（①＋②が）

生徒対象調査
（7、12月）

　　　 【成果指標】(教員)
生徒があいさつの意義を感じ、場
面に応じた自発的なあいさつを習
慣化できるよう、自らが率先励行
し指導した。

参道清掃や被災地域でのボラン
ティア活動への参加等を通して、
「地域貢献の心」「被災者への思
いやりの心」「協働する心」が
育った。

実現状況の達成度判断基準

「参道清掃や被災地域でのボランティア活動への参加
等を通して、「地域貢献の心」「被災者への思いやり
の心」「協働する心」が育った」と答えた生徒の割合
（①＋②）が

【分析】
災害ボランティアや公民館の移転作業など、
生徒にとって有意義な経験となった。学年が
進むにつれて「自分にできること」を主体的
に見出し、地域貢献への意識が深まってい
る。
【今後の対応】
今後も地域との連携を軸に、ボランティア活
動の機会を継続していく。生徒一人ひとりが
地域社会の一員としての自覚を持ち、より広
い視野と思いやりの心を育んでいけるよう支
援を続ける。

スマートフォン等を自分で正しく
使う力が身に付いた。

【分析】
「余り」が２人いる状況が変わらなかった。
その背景についてはアンケート調査の結果等
により分析し、対応策を考えていかねばなら
ない。
【今後の対応】
中間評価後、職員間できまりについて再度共
通理解をする機会を設けた。しかし、SNS等の
使用について生徒の現状を把握するアンケー
トの実施が遅くなり、それを踏まえた指導を
実践するに至らなかった。昨今起きているSNS
の使用をめぐるトラブルに鑑み、教師自身が
指導の必要感を強く持ち、生徒のために実践
していけるよう取り組んでいきたい。しか
し、学校での指導には限界がある。家庭での
指導の義務もしっかりと果たしてもらえるよ
う、呼びかけていきたい。

「危険が無いか、トラブルが起こらないか、自分の本来行う
べきことの妨げになっていないかを生徒自身が考えて、ス
マートフォンやクロムブックを使用できるように指導してい
る。」と評価した教員の割合（①＋②）が

【分析】
「余りが３名減り、その分「概ね」が増え
た。使用の仕方が改善したのか、生徒の中で
「している」の基準が変わったからなのかは
分からない。
【今後の対応】
どのような危険があるか、危険を回避するた
めにはどうすれば良いかを確かな知識のもと
に正しく考え、判断行動していけるよう、ア
ンケート結果も活用して指導にあたりたい。

生徒相談課

スマートフォン等を
安全に便利に使用す
る力を育成する

あいさつの習慣化

・總持寺参道清掃
・地域ボランティアへの参加
・年賀状作成
・各種地域行事への参加

個別目標 具体的取組

地域復興に貢献する
資質・態度の育成

・復興をテーマとした「総合的な探
　究の時間」の充実
・復興に向けた地域との連携

ボランティア活動に
よる地域・他者貢献
意識の高揚

生徒対象調査
（7、12月）

教員対象調査
（7、12月）

Ａ

100%

震災後は支援を頂く機会が多
く、自分たちが主体的に復興
に貢献する意識がまだ低い。

重点目標２　生徒・教員が「門前町・總持寺通り商店街の復興」をテーマとした3年間の系統的探究活動によって探究力を身につけるとともに、災害から学んだことを地域貢献活動を通じて活かす。

探究活動を通して、関係機関
と連携し、門前地域特有の歴
史や文化を学び、この地域の
強みを理解することで、地域
の復興に貢献しようとする主
体的態度を育成する。

生徒がスマートフォン等を自分で
正しく使う力が身に付けられるよ
う指導した。

フィールドワークを通して、
現状やニーズを知り、門高生
だからできるハード・ソフト
両面からの復興支援を提案
し、実践する力を身に付ける
必要がある。

「探究活動を通して、地域復興について具体的な考え
を発信することで、将来、同じ体験をすることがあっ
た際につなげることができた」と評価した生徒の割合
（①＋②）が

【分析】
前期と大きく変わらない傾向である。
【今後の対応】
もともと高い評価であったが、その中でも生
徒が意識的に取り組んでいくことで、互いに
良い影響を与えあってより良くなるという姿
が見られるようになってきている。良い姿は
きちんと認め、門前高校の良さとして生徒自
身が誇りを持って行えるよう働きかけたい。

【分析】
「余り」が無くなり、「している」も18.7pt
増加した。
【今後の対応】
場面に応じた挨拶の良きモデルとなるよう今
後も率先励行を心掛けたい。

【分析】
今年度１学期にフィールドワークに出ること
が少なかったが、二学期以降は地元の方との
ふれあいの機会も増え、改善した。
【今後の対応】
来年度はより地元との交流を増やし、復興に
つながっているとの実感が持てるようにした
い。

Ｂ

99%

Ａ

100%

Ａ

97%

Ａ

88%

97%

Ａ

学校関係者評価委員
会の評価

最近は、普段町ですれ違った時なども、とても元気にあいさつができるようになった。

評価結果を踏まえた
今後の改善策

もともと高い評価であったが、その中でも生徒が意識的に取り組んでいくことで、互いに良い影響を与えあってより良くなるという姿が見られるようになってきている。良い姿はきちんと認め、門前高校の良さとして生徒自身が誇りを持って行えるよう働きかけたい。

学校関係者評価委員
会の評価

商店街を中心に活動をしてくれて、感謝している。今後は門前町全体へ視野を広げていくことも考えてみてはどうか。商店街以外にもいい場所や商品はまだまだあるということを生徒にも知ってもらいたい。

73%

Ｂ

「探究活動を通して、地域復興について具体的な考え
を発信させることができた」と評価した教員の割合
（①＋②）が

探究活動を通して、地域復興につ
いて具体的な考えを発信させるこ
とができた。

評価結果を踏まえた
今後の改善策

地域との連携やボランティアの機会を継続し、多様な活動を通じて実感を積み重ね、より豊かな地域貢献の心を育てていく。



主担当 現　　　状 評価の観点 判定 分析（成果と課題）及び今後の対応策 備考

・ 進路指導課 ・ 【成果指標】（生徒） 普通コース：模試の年度始めと年度末の学力レベルの値を比較し、成績が上昇した生徒数の割合で評価する 対外模試結果 
教務課
GIGA校内推進
リーダー
各学年

各教科 ・ Ａ　７０％以上

Ｂ　６０％以上　

【普通コース】 Ｃ　６０％未満

・ 【成果指標】（生徒） 各種検定試験
結果

Ａ　８０％以上

Ｂ　７０％以上　

Ｃ　７０％未満

・ ・ 教務課 ・ 【成果指標】（生徒） ① 高まった 56.8%

② 概ね高まった 32.6%

③ 余り高まらなかった 10.5%
Ａ　８０％以上 ④ 全く高まらなかった 0.0%

Ｂ　７０％以上　

Ｃ　７０％未満

・ 進路指導課 ・ 【成果指標】（生徒） ① できるようになった 49.5%

各学年 ② だいたいできるようになった 41.1%

③ ほとんどできない 8.4%

Ａ　８０％以上 ④ 全くできない 1.1%

Ｂ　７０％以上

Ｃ　６０％以上

Ｄ　６０％未満

「読書タイム」で読んだ本につい
ての感想や考えをアウトプットす
ることができた。

自分の適性を十分に把握し、将来
の進路について話すことができる
ようになった。

キャリアコース：各種検定試験に
合格できた。 Ｂ

低学年次から、一人
１台端末やタブレッ
ト等の教育ＩＣＴ環
境を活用した学習に
取り組み、「個別最
適な学び」の充実に
よる学力の向上を目
指す

具体的取組

【分析】
２学期に行った進路行事を通して、徐々に自
分の進路について見通しを持つことができる
ようになってきた。
【今後の対応】
１学期末のインターンシップ、２学期の進路
講演会（業種説明）を通して、将来の見通し
を持ったが、進学について３学期の進路講演
会（進学分野別説明会）によって、適性を見
極め、視野を広げ、①の割合を増やしてい
く。

【キャリアコース】

「自分の適性を十分に把握し、将来の進路について話
すことができるようになった」と評価した生徒の割合
（①＋②）が

進路意識の醸成と早
期確立

重点目標３　「GIGAスクール構想」を通して低学年次より個別最適な学びに取り組ませることで両コースの特性を高め、卒業後の生徒の多様な進路実現につなげる。

【１年生】３教科(国・数・英)のGTZ値　対象：４月スタディーサポートと1月進研模試
【２年生】５教科(国・数・英・理・社)のGTZ値
　対象：４月スタディーサポートと1月進研模試(国・数・英)、
　　　　10月進研模試と1月進研模試(理・社)

【分析】
パソコン室が使えなかったため、商業系の資
格取得が伸び悩んだ。
【今後の対応】
パソコン室も十分に使えるようになったの
で、積極的に検定に挑戦し、上位の資格取得
を目指す。

「読書を通じて自分の感想や考えをアウトプットする
ことで、思考力や表現力が高まった」と答えた生徒の
割合（①＋②）が

生徒対象調査
（7、12月）

実現状況の達成度判断基準

生徒の思考力・判断
力・表現力の向上

家庭学習習慣が定着できてお
らず、学習内容の定着が十分
にできていない。

教員のICT(端末機)を用いた反
転授業への取り組み率が低
い。

主に大学進学を目指す生徒へ
個に応じたの学習指導力の向
上が求められている。

【分析】
自身の進路や生き方に関連する図書を選び、
自己の在り方を見つめ直す生徒の様子が見ら
れた。また、物語を通して他者の心情に深く
共感する生徒もおり、自己有用感や豊かな社
会性が高まっている。
【今後の対応】
読書での発見を「図書館の活性化」へ繋げる
よう促す。知識を学校貢献という具体的な行
動へ移し実感を伴った学びの循環を育んでい
く。

普通コース：学習支援ソフトを取
り入れるなど、個別最適な学びに
取り組ませることで、模試の成績
が伸びた。

読書活動を通して生徒の思考
力･表現力･判断力の下支えと
なる力を養成する必要があ
る。

キャリアコース：各種検定試験（各種商業科検定・福祉科資格等）の合格者数の割合で評価する

50%

個別目標

門高読書タイムや図書館講座の実
施

・家庭学習を前提とした授業
・習熟度別授業
・朝学習
・放課後補習
・個別指導

【両コース共通】

・模試の振り返り

・各種資格取得

・外部講師によるキャリア教育講演
　会
・ふるさと事業
・企業人インタビューＤＶＤの活用
・インターンシップ
・進路ガイダンス
・進路学習
・出張オープンキャンパス
・上級学校見学会
・地元企業見学会
・アントレプレナーシップ事業

働くことの意味や自分の適性
を理解し、将来の進路設計を
立てる力を早期より養成する
必要がある。

【分析】
１年生は１８人中１２人について成績が伸び
たが、２年生は２０人中７人にとどまった。
２年生は特に数学で伸び悩んだ。
【今後の対応】
１年生については、学習習慣が少しずつ身に
ついてきているので継続する。また、２年生
については進路実現を目指し、３年次に個別
に対応する必要がある。

生徒対象調査
（7、12月）

Ｃ

91%

学校関係者評価委員
会の評価

就職に関する進路講演会や１年次に上級学校見学を実施していることについて、進路意識を高めるいいきっかけになると思うので、これからも継続してほしい。

評価結果を踏まえた
今後の改善策

多様な進路行事を適切な時期に実施することによって、適性を見極め、視野を広げ、生徒一人ひとりに合った進路選択ができるように、今後も活動を検討していきたい。

Ａ

89%

Ａ

73%



主担当 現　　　状 評価の観点 判定 分析（成果と課題）及び今後の対応策 備考

総務課 ・ ① できる 56.3%

② 概ねできる 43.8%

③ 余りできない 0.0%
・ Ａ　９０％以上 ④ 全くできない 0.0%

Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

① できる 73.7%

② 概ねできる 24.2%

③ 余りできない 2.1%
Ａ　９０％以上 ④ 全くできない 0.0%
Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

・ 保健指導課 ・ ① できる 50.0%

② 概ねできる 50.0%

③ 余りできない 0.0%
Ａ　９０％以上 ④ 全くできない 0.0%
Ｂ　８０％以上

Ｃ　７０％以上

Ｄ　７０％未満

主担当 評価の観点 判定 分析（成果と課題）及び今後の対応策 備考

・ 各課 ・ 【成果指標】（教員） ① できた 6.3%

各学年 ② 概ねできた 81.3%

③ 余りできていない 6.3%
Ａ　８０％以上 ④ 全くできていない 6.3%
Ｂ　７０％以上

Ｃ　６０％以上

Ｄ　６０％未満

・ ・ 【成果指標】（教員） ① 行っている 25.0%

② 概ね行っている 56.3%

③ 余り行っていない 18.8%
Ａ　８５％以上 ④ 全く行っていない 0.0%
Ｂ　７５％以上

Ｃ　６５％以上

Ｄ　６５％未満

新任の教職員が多く、有事の
際の危機管理意識や対応力を
高める必要がある。

　　　 【成果指標】(生徒)
有事の際、安全を確保する術を身
につけており、減災につなげる行
動ができる。

「有事の際、安全を確保する術を身につけており、減
災につなげる行動ができる」と答えた生徒の割合(①
＋②)が

生徒対象調査
（7、12月）

・左記の目標達成に向けて、到達度
　を数値で測り、仕事の質を向上さ
　せる

実現状況の達成度判断基準

「目標管理型の校務運営によって、数値目標達成に努
めることで、個々の教科指導、分掌・学年業務の資
質・能力を高めることができた」と答えた教員の割合
（①＋②）が

普段の学校施設とは異なる場
所で学習活動を行っているこ
とから、あらゆること想定し
ながらきめ細やかな安全点検
を実施し、生徒・職員の安全
確保に努めていく必要があ
る。

　　　 【成果指標】(教員)
安全管理への意識を高め、日常・
定期・有事の安全点検を確実に実
施することができる。

教員対象調査
（7、12月）

・防災の観点による日常の安全点検
　の実施
・定期的な安全点検の実施
　（毎学期）
・有事後の安全点検の実施

「有事の際、生徒・職員の安全を確保する術を身につ
けており、減災につなげる行動ができる」と答えた教
員の割合(①＋②)が

教員対象調査
（7、12月）

実現状況の達成度判断基準

重点目標４　「危機管理マニュアル」の見直しを図り、教員・生徒が非常時に適切な行動ができる資質・能力を高め、減災につなげる。また、生徒が安心して学校生活を送れるよう安全管理を徹底する。

教員対象調査
（7、12月）

教員対象調査
（7、12月）

目標達成度が曖昧なため、分
析が緩く、対策が不明瞭であ
る。

各種有事を意識した
定期的な安全点検

各種有事に対応できるよう、
危機管理マニュアルの見直し
が必要である。

・有事に即した危機管理マニュアル
　の見直し
・大規模地震を想定し、減災につな
　がる訓練の実施
・特別支援学校との合同訓練
・減災の観点による、施設の状況に
　応じた避難経路の更新
・訓練後の振り返りの実施
・生徒の危機管理意識の啓発

・

教員の働き方改革の
推進 なぜ最終退校時間を遵守するのか

を理解し、各分掌・学年・教科の
優先順位をつけて計画的かつ効率
的に校務を行っている。

具体的取組 現　　　状

・最終退校時刻の遵守
・定時退校日の個人設定
　（各月1日）
・業務振り返りシートの作成

目標管理型の校務運
営による、効率的・
戦略的分掌業務の成
果目標達成

各種有事の際に、生
徒・教員が安全を確
保する術を身につけ
ており、減災につな
げる行動ができる。

個別目標 具体的取組

【分析】
中間評価時の56％から81％に数値が上昇し
た。残業時間調査の平均値についても、昨年
度までと比べて数値は減少しており、効率的
に業務に取り組もうとする意識が高まりつつ
あると考えられる。
【今後の対応】
「余り行っていない」の割合が18.8％である
ことから、次年度に向け、退校時間を守るこ
との意義や、効率的に業務を行うことの重要
性をさらに醸成していく。

　　　 【成果指標】(教員)
有事の際、生徒・職員の安全を確
保する術を身につけており、減災
につなげる行動ができる。

全教員 「なぜ最終退校時間を遵守するのかを理解し、優先順
位をつけて計画的かつ効率的に校務を行っている」と
答えた教員の割合（①＋②）が

【分析】
調査が１２月でまだ最終成果が見えにくいた
め、教員が十分に実感を得られていない状況
である。それでも多くが「概ねできた」と回
答しており、一定の効果は認められる。
【今後の対応】
年度末に向けて引き続き数値目標に沿った取
組を進める。最終成果の可視化により、資
質・能力向上の実感を高めていく。

重点目標５　組織的・協働的に目標管理型校務運営による業務改善を進め、ワークライフバランスと教育活動の両立を実践する。

個別目標

ワークライフバランスの重要
性を理解して、退校時間を意
識した業務推進を更に徹底す
る必要がある。

目標管理型の校務運営によって、
数値目標達成に努めることで、
個々の教科指導、分掌・学年業務
の資質・能力を高めることができ
た。

「日常・定期・有事の際の安全点検を、きめ細やかな
視点を持って実施することができる」と答えた教員の
割合(①＋②)が

【分析】
中間の調査と比べると、「余りできない」が
なくなり、「概ねできている」も減り、その
分「できる」の方に回答が流れている。中間
では金沢や加賀地区から赴任された方がいた
ので、その分震災の大きさをよく分かってい
なかったためだと思われる。
【今後の対応】
「できる」がまだ半分であり、災害は年月が
経つと忘れがちになるので、定期的に自然災
害の備えや対策を考える機会を設けていく。

【分析】
多くの生徒が有事の際の安全確保に自信を
持っているが、「概ねできる」や「あまりで
きない」との回答も一定数あり、実際の行動
に不安を感じている生徒がいることがうかが
える。
【今後の対応】
次年度も実践的な避難訓練を行い、対応力を
高める。また、先進校の生徒との交流を通し
て得た経験を全校生徒へ還元し、防災や減災
の意識を高めていく。

【分析】
中間評価から「できる」と回答した教員が約
３０％上昇した。仮設校舎移転に伴う避難経
路の確認や避難訓練等を通じ、防災・減災へ
の意識が高まった。
【今後の対応】
先進校を視察して得た知見を校内にフィード
バックし、より対応力を高め、確実な減災行
動につなげていく。

88%

Ａ

100%

Ａ

98%

Ａ

100%

Ａ

学校関係者評価委員
会の評価

震災対応、仮設校舎への移転など多忙であると思うが、取組を継続させて、指導が更に充実するようにしてほしい。

評価結果を踏まえた
今後の改善策

目標管理型の校務運営が定着し、教職員の意識にも変化が成果に表れていると考えている。次年度は、校務を組織的に行う体制を見直し、さらなる時間外勤務時間の減少を図る。

学校関係者評価委員
会の評価

災害はいつ起こるかわからないので、自分を守ることはもちろん、他人も守れるような人を育ててほしい。

評価結果を踏まえた
今後の改善策

次年度も実践的な避難訓練を行い、対応力を高める。また、先進校の生徒との交流を通して得た経験を全校生徒へ還元し、防災や減災の意識を高めていく。

81%

Ｂ


